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２型糖尿病は、遺伝的要因を背景に生活習慣を含む環境因子が作用することにより慢性高血糖をきたす代謝疾患の一群
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２型糖尿病は、遺伝的要因を背景に生活習慣を含む環境因子が作用することにより慢性高血糖をきたす代謝疾患の一群
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による酸化ストレスが重要な鍵となっていることが従来から指摘されている。セレンは酸化ストレス防御系の賦活化
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抵抗性を示すようになることから、本疾患の発症機序を含め、その発症予防を導く因子を

２型糖尿病の予防因子として、脂肪細胞における脂肪分解抑制、脂肪合成促進および糖代謝の促進を指標とした、いわゆ

有する天然化学物質や生体内成分の探索がなされてきた。一方、２型糖尿病の発症要因として、活性酸素

による酸化ストレスが重要な鍵となっていることが従来から指摘されている。セレンは酸化ストレス防御系の賦活化

の観点から２型糖尿病の予防に重要な役割を演じることが考えられるが、栄養生理学的に必要な生体内濃度の範囲は極め
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